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(57)【要約】
【課題】起上台を備えた内視鏡に対して洗浄処理を容易
に施すことが可能な内視鏡洗浄具を提供する。
【解決手段】洗浄具は、少なくとも１張りの糸から成る
糸状部と、前記糸状部を保持する第１保持部と、前記糸
状部が所定の張力を有するように前記第１保持部から離
れて前記糸状部を保持する第２保持部と、前記第１保持
部および前記第２保持部に接続された持ち手と、内視鏡
の起上台が配置された凹部内において前記糸状部が前記
凹部の側面と前記起上台との間に配置されるように前記
第１保持部および前記第２保持部を位置決めする位置決
め部と、を含む。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面、前記底面を挟んで対向する第１側面および第２側面、ならびに前記第１側面と前
記第２側面とをつなぐように前記底面を挟んで対向する第３側面および第４側面を含む凹
部、ならびに、前記第３側面側に回動軸、前記第４側面側に先端が配置されるように前記
凹部内に収容された起上台を含む内視鏡を洗浄するための洗浄具であり、
　少なくとも１張りの糸から成る糸状部と、
　前記糸状部を保持する第１保持部と、
　前記糸状部が所定の張力を有するように前記第１保持部から離れて前記糸状部を保持す
る第２保持部と、
　前記第１保持部および前記第２保持部に接続された持ち手と、
　前記糸状部が前記第１側面または前記第２側面と前記起上台との間に配置された際に、
前記第１保持部および前記第２保持部を位置決めして、前記持ち手が前記第１側面と前記
第２側面とを結ぶ方向に倒置および遊動することを防止する位置決め部と、
を含むことを特徴とする内視鏡洗浄具。
【請求項２】
　前記位置決め部は、前記第１側面および前記第２側面の間に嵌り込み前記持ち手の倒置
および遊動を防止することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項３】
　前記位置決め部は、所定の幅を有する板であり、
　前記第１保持部は、前記板の一方の角に設けられていることを特徴とする請求項２に記
載の内視鏡洗浄具。
【請求項４】
　前記位置決め部は、前記第１側面と前記内視鏡外表面とを挟持して前記第１保持部を位
置決めすることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項５】
　前記糸状部は少なくとも４．５ｍｍ以上の幅に複数本張られた糸から成ることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項６】
　流体供給源に接続される流体導入部と、
　前記流体導入部から導入された流体を導出する流体導出部と
を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項７】
　前記糸状部を波振動させる振動子を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄
具。
【請求項８】
　前記内視鏡を包接する包接部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項９】
　前記包接部は、
　前記第１保持部、および前記第２保持部に接続された第１包接部と、
　前記第１包接部に着脱可能に嵌合する第２包接部と、
を含むことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡洗浄具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、起上台を備えた内視鏡の洗浄を行う内視鏡洗浄具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において使用される内視鏡には、挿入部の先端部に設けられた開口から鉗子や
穿刺針等の処置具を突出させることが可能なものがある。また、内視鏡には、処置具の突
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出方向を案内し、突出方向を変更する処置具起上台を備えたものがある。
【０００３】
　特開２００３－１５９２１１号公報に開示されているように、使用後の内視鏡に対して
消毒を行う場合には、内視鏡表面に消毒液が直接接触できるようにするために、消毒前に
内視鏡表面に付着した汚物を除去する洗浄を行う必要がある。特開２００３－１５９２１
１号公報には、処置具起上台を備えた内視鏡に付着した汚物を除去する方法として、ブラ
シを用いて洗浄を行う方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１５９２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡の処置具起上台付近は汚物の付着しやすい凹凸が存在するため、ブラシを用いて
汚物を除去することが推奨されている。ブラシによる洗浄は、ブラシを押し当てる角度、
強さ、進退の回数などにより汚物の除去量が変化するため、洗浄結果に個人差が出ないよ
うに注意を払う必要がある。
【０００６】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、起上台を備えた内視鏡に対して
洗浄処理を容易に施すことが可能な内視鏡洗浄具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡洗浄具は、底面、前記底面を挟んで対向する第１側面および第
２側面、ならびに前記第１側面と前記第２側面とをつなぐように前記底面を挟んで対向す
る第３側面および第４側面を含む凹部、ならびに、前記第３側面側に回動軸、前記第４側
面側に先端が配置されるように前記凹部内に収容された起上台を含む内視鏡を洗浄するた
めの洗浄具であり、少なくとも１張りの糸から成る糸状部と、前記糸状部を保持する第１
保持部と、前記糸状部が所定の張力を有するように前記第１保持部から離れて前記糸状部
を保持する第２保持部と、前記第１保持部および前記第２保持部に接続された持ち手と、
前記糸状部が前記第１側面または前記第２側面と前記起上台との間に配置された際に、前
記第１保持部および前記第２保持部を位置決めして、前記持ち手が前記第１側面と前記第
２側面とを結ぶ方向に倒置および遊動することを防止する位置決め部と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、起上台を備えた内視鏡に対して洗浄処理を容易に施すことが可能な内
視鏡洗浄具を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】起上台を備える内視鏡の挿入部の先端部の斜視図である。
【図２】起上台が配置された凹部を底面に対向する方向から見た図である。
【図３】図２のIII-III断面図である。
【図４】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の斜視図である。
【図５】第１の実施形態の第１保持部および第２保持部を内視鏡の凹部内に挿入した状態
を、図２と同一の断面において示す図である。
【図６】図５のVI-VI断面図である。
【図７】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の第１の変形例を示す図である。
【図８】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の第２の変形例を示す図である。
【図９】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の第３の変形例を示す図である。
【図１０】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の第４の変形例を示す図である。
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【図１１】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の第５の変形例を示す図である。
【図１２】第２の実施形態の内視鏡洗浄具を示す図である。
【図１３】第３の実施形態の内視鏡洗浄具を示す図である。
【図１４】第４の実施形態の内視鏡洗浄具を示す図である。
【図１５】第４の実施形態の第１保持部および第２保持部を内視鏡の凹部内に挿入した状
態を示す図である。
【図１６】第５の実施形態の内視鏡洗浄具を示す図である。
【図１７】第５の実施形態の包接部を分割した状態を示す図である。
【図１８】第５の実施形態の包接部の斜視図である。
【図１９】第６の実施形態の内視鏡洗浄具を示す図である。
【図２０】第６の実施形態の第１保持部および第２保持部を内視鏡の凹部内に挿入した状
態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明に
用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、構成
要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要素
の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、および各構成要素の相対的な位置関
係のみに限定されるものではない。
【００１１】
（第１の実施形態）　
　まず、図１、図２および図３を参照して内視鏡の起上台２０が設けられた挿入部１０の
先端部１１の概略的な構成について説明する。
【００１２】
　内視鏡の挿入部１０の先端部１１には、外表面１１ａに開口する凹部１２が設けられて
いる。
【００１３】
　凹部１２の内壁面のうちの側面は、第１側面１２ｂ、第２側面１２ｃ、第３側面１２ｄ
および第４側面１２ｅを含んで構成されている。なお、側面とは、凹部１２の内壁面のう
ちの底面１２ａを除く面である。
【００１４】
　第１側面１２ｂおよび第２側面１２ｃは、底面１２ａを挟んで対向している。また、第
３側面１２ｄおよび第４側面１２ｅは、第１側面１２ｂと第２側面１２ｃとをつなぐよう
に底面１２ａを挟んで対向している。
【００１５】
　本実施形態では一例として、図２に示すように凹部１２を底面１２ａに対向する方向か
ら見た場合に、時計回りに第１側面１２ｂ、第４側面１２ｅ、第２側面１２ｃ、第３側面
１２ｄの順に配置されている。第４側面１２ｅは、他の側面よりも先端部１１の先端１１
ｂ側に配置されている。
【００１６】
　第３側面１２ｄには、処置具挿通路１８に連通する導出口１７が開口している。すなわ
ち、処置具５０は第３側面１２ｄに設けられた導出口１７から凹部１２内に突出する。な
お、図示する本実施形態では、凹部１２は１方向のみに向かって開口しているが、凹部１
２は複数の方向に向かって開口していてもよい。例えば、凹部１２の底面１２ａまたは側
面には、先端部１１の外表面１１ａまで達する貫通孔が設けられていてもよい。
【００１７】
　起上台２０は、凹部１２内に収容されている。起上台２０は、凹部１２内において回動
軸２０ａ周りに回動可能に軸支されている。起上台２０は、回動軸２０ａから１方向に延
出する腕状の部材である。図３に示すように、起上台２０は、回動軸２０ａが第３側面１
２ｄ側に配置され、先端２０ｂが第４側面１２ｅ側に向かって延出するように配置されて
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いる。
【００１８】
　図示しないが、内視鏡は、起上台２０を回動軸周りに回動させる機構を有している。起
上台２０が凹部１２内において回動することにより、導出口１７から凹部１２内に突出す
る処置具５０の突出方向が変化する。
【００１９】
　また、先端部１１には、光学像を撮像するための撮像装置や照明光を出射する照明装置
等が配設されているが、起上台２０を備える内視鏡の構成については公知であるため、詳
細な説明は省略するものとする。
【００２０】
　次に、本実施形態の内視鏡洗浄具３０の構成について説明する。図４は、内視鏡洗浄具
３０の斜視図である。内視鏡洗浄具３０は、糸状部３１、第１保持部３２、第２保持部３
３、持ち手３４および位置決め部３５を含む。
【００２１】
　糸状部３１は、少なくとも１張りの所定の長さの糸状の部材からなる。第１保持部３２
は、糸状部３１の一部を保持する。第２保持部３３は、糸状部３１が所定の張力を有する
ように第１保持部３２から離れた位置において糸状部３１を保持する。
【００２２】
　言い換えれば、第１保持部３２および第２保持部３３は離れて配置されており、第１保
持部３２および第２保持部３３の間に所定の長さの糸状部３１のうちの少なくとも一部分
が張り渡されている。そして、糸状部３１の、第１保持部３２および第２保持部３３の間
に張り渡された部分には所定の張力が掛けられている。
【００２３】
　図３では、糸状部３１の第１保持部３２および第２保持部３３の間に張り渡された部分
のみが外部に露出しているが、糸状部３１の他の部分も外部に露出していてもよい。
【００２４】
　糸状部３１は、内視鏡の凹部１２の第１側面１２ｂと起上台２０との間に配置すること
が可能な部材であればよく、糸状部３１を構成する材料や糸状部３１の断面形状は特に限
定されるものではない。
【００２５】
　例えば、糸状部３１は、複数の繊維を撚り合わせた糸であってもよいし、単一の繊維で
あってもよい。また、糸状部３１を構成する繊維としては、植物繊維、動物繊維、金属繊
維、樹脂繊維、ガラス繊維またはこれらの組み合わせ等が挙げられる。
【００２６】
　持ち手３４は、第１保持部３２および第２保持部３３を接続する。持ち手３４により、
第１保持部３２および第２保持部３３が互いに離れた位置に保持される。また、本実施形
態の持ち手３４は、内視鏡洗浄具３０の使用時に使用者の手指により保持する部位である
。なお、使用者の手指により保持する部位は、持ち手３４とは異なる部材であってもよい
。
【００２７】
　より具体的には、第１保持部３２および第２保持部３３は、持ち手３４から略同一方向
に延出する一対の腕状の部材である。また、本実施形態では、第１保持部３２の先端部３
２ａと第２保持部３３の先端部３２ｂとは直線形状であり、互いに略平行に配置されてい
る。
【００２８】
　また、本実施形態では一例として、第１保持部３２、第２保持部３３および持ち手３４
は、略コ字形状または略Ｕ字形状の所定の厚さの板からなる。すなわち、本実施形態では
、第１保持部３２および第２保持部３３は、それぞれ板の一方および他方の角部に設けら
れている。
【００２９】
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　糸状部３１は、第１保持部３２の先端部３２ａと第２保持部３３の先端部３２ｂとの間
に張り渡されている。本実施形態では一例として、糸状部３１は、第１保持部３２の先端
部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂに略直交する方向に張り渡されている。ま
た、本実施形態の糸状部３１は、複数本の糸からなり、当該複数本の糸は、第１保持部３
２および第２保持部３３の延出方向に沿って配列されている。
【００３０】
　第１保持部３２および第２保持部３３は、内視鏡の凹部１２内に挿入することが可能で
ある。図５は、図２と同一の断面において、第１保持部３２および第２保持部３３を内視
鏡の凹部１２内に挿入した状態を示す図である。
【００３１】
　第１保持部３２および第２保持部３３は、凹部１２内に挿入された状態において、凹部
１２の第４側面１２ｅと第３側面１２ｄとを結ぶ方向に並ぶ。本実施形態では、第１保持
部３２が凹部１２内の第４側面１２ｅに近い側に配置され、第２保持部３３が凹部１２内
の第３側面１２ｄに近い側に配置される。
【００３２】
　このため、第１保持部３２および第２保持部３３を凹部１２内に挿入した状態において
、糸状部３１の張力が与えられた部分は、第４側面１２ｅと第３側面１２ｄとを結ぶ方向
に沿って延在する。そして、図６に示すように、第１保持部３２および第２保持部３３を
凹部１２内に挿入した状態において、糸状部３１は凹部１２の第１側面１２ｂと起上台２
０との間に配置される。
【００３３】
　図５に示すように、複数本の糸が第１保持部３２および第２保持部３３の延出方向に配
列される場合、糸状部３１が配列される幅Ｗは、凹部１２の深さＤの三分の一以上である
ことが好ましく、より好ましくは二分の一以上である。ここで、糸状部３１が配列される
幅Ｗとは、第１保持部３２および第２保持部３３の延出方向において複数本の糸が配列さ
れる範囲のことを指す。第１保持部３２および第２保持部３３の延出方向は、第１保持部
３２および第２保持部３３が凹部１２内に挿入された状態において、凹部１２の深さ方向
と略同一である。一般的に、凹部１２の深さＷは１２ｍｍ以上であることから、糸状部３
１が配列される幅Ｗは、３ｍｍ以上であることが好ましく、より好ましくは４．５ｍｍ以
上である。
【００３４】
　また、第１保持部３２および第２保持部３３の離間距離は、間に起上台２０を配置可能
であり、かつ両者間において起上台２０が回動軸２０ａ周りに所定の角度以上回動可能な
寸法とされている。よって、第１保持部３２および第２保持部３３の離間距離は、内視鏡
の凹部１２および起上台２０の大きさに従って定められる。
【００３５】
　位置決め部３５は、糸状部３１が、内視鏡の凹部１２の第１側面１２ｂと起上台２０と
の間に配置された際に、第１保持部３２および第２保持部３３を位置決めして、持ち手３
４が第１側面１２ｂと第２側面１２ｃとを結ぶ方向に倒置および遊動することを防止する
。
【００３６】
　本実施形態では、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａ
が凹部１２内に嵌り込むことによって、第１保持部３２および第２保持部３３の位置決め
と、持ち手３４の倒置および遊動の防止とが達成される。
【００３７】
　具体的には、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａは、
凹部１２の第１側面１２ｂと第２側面１２ｃと間に若干の隙間を有して挟み込まれる厚さ
である。このため、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａ
が所定の深さまで凹部１２内に挿入された状態においては、持ち手３４が第１側面１２ｂ
と第２側面１２ｃとを結ぶ方向に倒置および遊動することが防止される。すなわち、本実
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施形態の位置決め部３５は、所定の厚さを有する第１保持部３２の先端部３２ａおよび第
２保持部３３の先端部３３ａによって構成されている。
【００３８】
　以上に説明した構成を有する内視鏡洗浄具３０では、第１保持部３２の先端部３２ａお
よび第２保持部３３の先端部３３ａを内視鏡の凹部１２内に挿入することによって、凹部
１２の側面と起上台２０との間に所定の張力が与えられた状態の糸状部３１を配置するこ
とができる。そして、糸状部３１を凹部１２の側面と起上台２０との間に配置した状態に
おいて、起上台２０を回動軸２０ａ周りに回動させる操作を実行することにより、糸状部
３１によって起上台２０に付着した汚物が掻き落とされる。
【００３９】
　またこのとき、位置決め部３５により第１保持部３２および第２保持部３３の位置決め
と、持ち手３４の倒置および遊動の防止が行われるため、糸状部３１の位置は使用する人
物に関わらず一定である。そして、起上台２０は予め定められた回動軸２０ａ周りに回動
するものであるから、本実施形態の内視鏡洗浄具３０によれば、糸状部３１と起上台２０
とが接触する領域は、使用する人物に関わらず一定となる。したがって、本実施形態の内
視鏡洗浄具３０によれば、起上台２０を備えた内視鏡に対して洗浄処理を容易かつ個人差
が出ないように施すことが可能である。
【００４０】
　次に、本実施形態の内視鏡洗浄具３０の変形例を説明する。図７に第１の変形例として
示すように、糸状部３１は１本の糸によって構成されていてもよい。また、図８に第２の
変形例として示すように、糸状部３１の断面形状は、扁平な形状であってもよい。
【００４１】
　また、図９に第３の変形例として示すように、糸状部３１、第１保持部３２および第２
保持部３３、はゴム等の弾性変形が可能な材料によって構成されていてもよい。本変形例
のように、内視鏡の凹部１２内に挿入される部位を弾性変形が可能な材料によって構成す
れば、凹部１２および起上台２０の形状に合わせて糸状部３１、第１保持部３２および第
２保持部３３が変形するため、糸状部３１を起上台２０と凹部１２の側面との間に配置す
ることがより容易となる。
【００４２】
　また、図１０に第４の変形例として示すように、第１保持部３２の先端部３２ａおよび
第２保持部３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設けられていてもよい。第１保
持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂの表面にブラシ３９を設け
ることにより、凹部２０内の、起上台２０と第１側面１２ｂとの間の隙間以外に存在する
汚物の除去をブラシによって行うことが可能となる。なお、ブラシ３９を構成する繊維は
、糸状部３１を構成する繊維と同一のものであってもよいし、異なるものであってもよい
。
【００４３】
　また、図１１に第５の変形例として示すように、糸状部３１は、第１保持部３２の先端
部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂと直交しない方向に張り渡されていてもよ
い。本変形例では、第１保持部３２および第２保持部３３を凹部１２内に挿入した状態に
おいて、第１保持部３２が第３側面１２ｄに近接し、第２保持部３３が第４側面１２ｅに
近接する。第１保持部３２の先端３２ａは、第２保持部３３の先端３３ａよりも底面１２
ａに近い位置まで挿入可能である。
【００４４】
　そして、本変形例では、第１保持部３２および第２保持部３３を凹部１２内に挿入した
状態において、糸状部３１は、第１保持部３２から第２保持部３３に向かうにつれて底面
１２ａから離れる角度で張り渡されている。すなわち、糸状部３１は、先端部１１の先端
１１ｂ側（第４側面１２ｅ側）から回動軸２０ａ側（第３側面１２ｄ側）に向かうにつれ
て、底面１２ａから離れる。
【００４５】
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　本変形例のように、第１保持部３２および第２保持部３３を凹部１２内に挿入した状態
において、糸状部３１を回動軸２０ａに近づくほど底面１２ａから離れるように底面１２
ａに対して傾斜させて張り渡すことにより、糸状部３１と回動軸２０ａとの干渉を避けな
がら、糸状部３１と起上台２０とが接触する範囲を広くすることができる。本変形例では
、糸状部３１と起上台２０とが接触する範囲を広くすることにより、起上台２０からの汚
物の除去をより容易に素早く行うことが可能となる。
【００４６】
　なお、本変形例において、糸状部３１は、第１の変形例のように１本の糸によって構成
されていてもよい。また、本変形例において、糸状部３１の断面形状は、第２の変形例の
ように扁平な形状であってもよい。また、本変形例において、糸状部３１、第１保持部３
２および第２保持部３３は、第３の変形例のようにゴム等の弾性変形が可能な材料によっ
て構成されていてもよい。また、本変形例において、第４の変形例のように、第１保持部
３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設け
られていてもよい。
【００４７】
（第２の実施形態）　
　以下に、本発明の第２の実施形態を説明する。以下では第１の実施形態との相違点のみ
を説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し、そ
の説明を適宜に省略するものとする。
【００４８】
　図１２に示す本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、流体導入部３６および流体導出部３７
を備える点が第１の実施形態と異なる。
【００４９】
　流体導入部３６は、流体を吐出する図示しない流体供給源にチューブ５１等を介して接
続される。流体供給源は、使用者の操作に応じて空気や水等の流体を吐出する例えばシリ
ンジやポンプ等である。
【００５０】
　流体導出部３７は、通路３８を経由して流体導入部３６に接続されたノズル状の部位で
ある。流体導出部３７は、流体導入部から導入された流体を導出する。第１保持部３２お
よび第２保持部３３を凹部１２内に挿入した状態において、流体導出部３７は、流体を凹
部１２内に向かって導出する。より好ましくは、第１保持部３２および第２保持部３３を
凹部１２内に挿入した状態において、流体導出部３７は、起上台２０と第１側面１２ｂと
の間の隙間に向かって導出する。
【００５１】
　以上に説明した構成を有する本実施形態の内視鏡洗浄具３０では、第１の実施形態と同
様に、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａを内視鏡の凹
部１２内に挿入することによって、起上台２０と凹部１２の側面との間に糸状部３１を配
置することができる。そして、糸状部３１を凹部１２の側面と起上台２０との間に配置し
た状態において、起上台２０を回動軸２０ａ周りに回動させる操作を実行することにより
、糸状部３１によって起上台２０に付着した汚物が掻き落とされる。
【００５２】
　またこのとき、本実施形態の内視鏡洗浄具３０では、流体導出部３７を凹部１２に対し
て位置決めして保持することができるため、流体供給源から吐出された流体を凹部１２内
に向かって流し込むことができる。よって本実施形態の内視鏡洗浄具３０によれば、糸状
部３１によって起上台２０から掻き落とした汚物を凹部１２内から流し出すことができる
。
【００５３】
　なお、本実施形態の内視鏡洗浄具３０にも、第１の実施形態において図７から図１１を
参照して説明した第１から第５の変形例を適用可能である。すなわち、本実施形態の内視
鏡洗浄具３０において、糸状部３１は、第１の変形例のように１本の糸によって構成され
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ていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１の断面形状は、第２の変形例のよ
うに扁平な形状であってもよい。また、本実施形態において、糸状部３１、第１保持部３
２および第２保持部３３、は第３の変形例のようにゴム等の弾性変形が可能な材料によっ
て構成されていてもよい。また、本実施形態において、第４の変形例のように、第１保持
部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設
けられていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１は、第５の変形例のように
第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂと直交しない方向に
張り渡されていてもよい。
【００５４】
（第３の実施形態）　
　以下に、本発明の第３の実施形態を説明する。以下では第１の実施形態との相違点のみ
を説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し、そ
の説明を適宜に省略するものとする。
【００５５】
　図１３に示す本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、振動子４０を備える点が第１の実施形
態と異なる。
【００５６】
　振動子４０は、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａの
少なくとも一方に配設されている。振動子４０は、電気ケーブル４１を介して図示しない
駆動回路に電気的に接続されている。振動子４０は、稼働することにより所定の周波数の
振動を発生する圧電素子等からなる。なお、振動子４０が発生する振動は超音波振動であ
ることが好ましいが、超音波振動に限られるものではない。
【００５７】
　以上に説明した構成を有する本実施形態の内視鏡洗浄具３０では、第１の実施形態と同
様に、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａを内視鏡の凹
部１２内に挿入することによって、起上台２０と凹部１２の側面との間に糸状部３１を配
置することができる。そして、糸状部３１を凹部１２の側面と起上台２０との間に配置し
た状態において、起上台２０を回動軸２０ａ周りに回動させる操作を実行することにより
、糸状部３１によって起上台２０に付着した汚物が掻き落とされる。
【００５８】
　またこのとき、本実施形態の内視鏡洗浄具３０では、振動子４０を稼働して振動させる
ことによって、糸状部３１が振動させることにより、起上台２０からの汚物の剥離を促進
することができる。よって本実施形態の内視鏡洗浄具３０によれば、起上台２０を備えた
内視鏡に対する洗浄処理をより素早く実行することが可能である。
【００５９】
　なお、本実施形態の内視鏡洗浄具３０にも、第１の実施形態において図７から図１１を
参照して説明した第１から第５の変形例を適用可能である。すなわち、本実施形態の内視
鏡洗浄具３０において、糸状部３１は、第１の変形例のように１本の糸によって構成され
ていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１の断面形状は、第２の変形例のよ
うに扁平な形状であってもよい。また、本実施形態において、糸状部３１、第１保持部３
２および第２保持部３３、は第３の変形例のようにゴム等の弾性変形が可能な材料によっ
て構成されていてもよい。また、本実施形態において、第４の変形例のように、第１保持
部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設
けられていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１は、第５の変形例のように
第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂと直交しない方向に
張り渡されていてもよい。
【００６０】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、第２の実施形態において図１２を参照して説
明したように、流体導入部３６および流体導出部３７を備えていてもよい。内視鏡洗浄具
３０に流体導入部３６および流体導出部３７を設けた場合、凹部２０内を水等の液体で満
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たしながら糸状部３１を振動させることができるため、糸状部３１の振動をより効率的に
起上台２０に伝達することができ、起上台２０からの汚物の剥離をより促進することがで
きる。
【００６１】
（第４の実施形態）　
　以下に、本発明の第４の実施形態を説明する。以下では第１の実施形態との相違点のみ
を説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し、そ
の説明を適宜に省略するものとする。
【００６２】
　図１４に示す本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、位置決め部３５の構成が第１の実施形
態と異なる。本実施形態の位置決め部３５は、挿入部１０の先端部１１の外表面１１ａを
挟持する挟持部３５ａを含む。
【００６３】
　図示する本実施形態では一例として、挟持部３５ａは、第１保持部３２と第２保持部３
３の配列方向とは直交する方向に延出する鉤状の部位である。図１５に示すように、第１
保持部３２および第２保持部３３を凹部１２内に挿入した状態において、挟持部３５ａは
、先端部１１の外表面１１ａに接する。そしてこの状態において、挟持部３５ａは、第１
側面１２ｂに接する第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａ
との間に、先端部１１を挟持することによって、第１保持部３２および第２保持部３３を
位置決めし、持ち手３４が第１側面１２ｂと第２側面１２ｃとを結ぶ方向に倒置および遊
動することを防止する。
【００６４】
　以上に説明した構成を有する本実施形態の内視鏡洗浄具３０でも、第１の実施形態と同
様に、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａを内視鏡の凹
部１２内に挿入することによって、起上台２０と凹部１２の側面との間に糸状部３１を配
置することができる。よって、糸状部３１を凹部１２の側面と起上台２０との間に配置し
た状態において、起上台２０を回動軸２０ａ周りに回動させる操作を実行することにより
、糸状部３１によって起上台２０に付着した汚物が掻き落とすことができる。
【００６５】
　なお、本実施形態の内視鏡洗浄具３０にも、第１の実施形態において図７から図１１を
参照して説明した第１から第５の変形例を適用可能である。すなわち、本実施形態の内視
鏡洗浄具３０において、糸状部３１は、第１の変形例のように１本の糸によって構成され
ていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１の断面形状は、第２の変形例のよ
うに扁平な形状であってもよい。また、本実施形態において、糸状部３１、第１保持部３
２および第２保持部３３、は第３の変形例のようにゴム等の弾性変形が可能な材料によっ
て構成されていてもよい。また、本実施形態において、第４の変形例のように、第１保持
部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設
けられていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１は、第５の変形例のように
第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂと直交しない方向に
張り渡されていてもよい。
【００６６】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、第２の実施形態において図１２を参照して説
明したように、流体導入部３６および流体導出部３７を備えていてもよい。また、本実施
形態の内視鏡洗浄具３０は、第３の実施形態において図１３を参照して説明したように、
振動子４０を備えていてもよい。
【００６７】
（第５の実施形態）　
　以下に、本発明の第５の実施形態を説明する。以下では第１の実施形態との相違点のみ
を説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し、そ
の説明を適宜に省略するものとする。
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【００６８】
　図１６に示す本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、位置決め部３５の構成が第１の実施形
態と異なる。本実施形態の位置決め部３５は、挿入部１０の先端部１１を包接する包接部
４２を含む。
【００６９】
　包接部４２は、先端部１１の周囲を囲む円筒状の部材である。図１７および図１８に示
すように、包接部４２は、一対の半円筒部である第１包接部４３および第２包接部４４に
着脱自在に分割することが可能である。
【００７０】
　第１包接部４３の内周面４３ａには、第１保持部３２および第２保持部３３が結合され
ている。すなわち、本実施形態の第１包接部４３は、第１保持部３２および第２保持部３
３を接続する、持ち手３４として機能する。
【００７１】
　第１包接部４３および第２包接部４４には、互いに着脱自在に嵌合する係合部４３ｂお
よび４４ｂが設けられている。本実施形態では一例として、係合部４３ｂおよび４４ｂは
、いわゆるスナップフィットと称される構成を有する。
【００７２】
　本実施形態では、第１包接部４３のみを先端部１１に覆い被せた後に、第２包接部４４
を第２包接部４４に嵌合させることにより、包接部４２内に先端部１１を位置決めして保
持することができる。またこのとき、第１保持部３２および第２保持部３３が凹部１２内
に挿入される。すなわち、本実施形態では、包接部４２が、第１保持部３２および第２保
持部３３を位置決めする位置決め部３５として機能する。
【００７３】
　以上に説明した構成を有する本実施形態の内視鏡洗浄具３０でも、第１の実施形態と同
様に、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａを内視鏡の凹
部１２内に挿入することによって、起上台２０と凹部１２の側面との間に糸状部３１を配
置することができる。よって、糸状部３１を凹部１２の側面と起上台２０との間に配置し
た状態において、起上台２０を回動軸２０ａ周りに回動させる操作を実行することにより
、糸状部３１によって起上台２０に付着した汚物が掻き落とすことができる。
【００７４】
　なお、本実施形態の内視鏡洗浄具３０にも、第１の実施形態において図７から図１１を
参照して説明した第１から第５の変形例を適用可能である。すなわち、本実施形態の内視
鏡洗浄具３０において、糸状部３１は、第１の変形例のように１本の糸によって構成され
ていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１の断面形状は、第２の変形例のよ
うに扁平な形状であってもよい。また、本実施形態において、糸状部３１、第１保持部３
２および第２保持部３３、は第３の変形例のようにゴム等の弾性変形が可能な材料によっ
て構成されていてもよい。また、本実施形態において、第４の変形例のように、第１保持
部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設
けられていてもよい。また、本実施形態において、糸状部３１は、第５の変形例のように
第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部３３の先端部３２ｂと直交しない方向に
張り渡されていてもよい。
【００７５】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、第２の実施形態において図１２を参照して説
明したように、流体導入部３６および流体導出部３７を備えていてもよい。また、本実施
形態の内視鏡洗浄具３０は、第３の実施形態において図１３を参照して説明したように、
振動子４０を備えていてもよい。
【００７６】
（第６の実施形態）　
　以下に、本発明の第６の実施形態を説明する。以下では第１の実施形態との相違点のみ
を説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し、そ
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の説明を適宜に省略するものとする。
【００７７】
　図１９に示す本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、糸状部３１の構成が第１の実施形態と
異なる。
【００７８】
　本実施形態の糸状部３１は、複数本の糸からなり、当該複数本の糸は、第１保持部３２
および第２保持部３３の配列方向と直交する方向であって、かつ第１保持部３２および第
２保持部３３の延出方向に直交する方向に配列されている。
【００７９】
　図２０に示すように、本実施形態の内視鏡洗浄具３０では、第１保持部３２の先端部３
２ａおよび第２保持部３３の先端部３３ａを内視鏡の凹部１２内に挿入すると、糸状部３
１は、起上台２０と凹部１２の側面の第１側面１２ｂとの間だけでなく、起上台２０と凹
部１２の第２側面１２ｃとの間にも配置される。
【００８０】
　すなわち、本実施形態の内視鏡洗浄具３０によれば、糸状部３１を構成する複数本の糸
によって起上台２０を挟み込むことができ、起上台２０と第１側面１２ｂとの間ならびに
起上台２０と第２側面１２ｃとの間に付着している汚物を除去することができる。
【００８１】
　なお、本実施形態の内視鏡洗浄具３０にも、第１の実施形態において図８から図１１を
参照して説明した第２から第５の変形例を適用可能である。すなわち、本実施形態におい
て、糸状部３１の断面形状は、第２の変形例のように扁平な形状であってもよい。また、
本実施形態において、糸状部３１、第１保持部３２および第２保持部３３、は第３の変形
例のようにゴム等の弾性変形が可能な材料によって構成されていてもよい。また、本実施
形態において、第４の変形例のように、第１保持部３２の先端部３２ａおよび第２保持部
３３の先端部３２ｂの表面には、ブラシ３９が設けられていてもよい。また、本実施形態
において、糸状部３１は、第５の変形例のように第１保持部３２の先端部３２ａおよび第
２保持部３３の先端部３２ｂと直交しない方向に張り渡されていてもよい。
【００８２】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、第２の実施形態において図１２を参照して説
明したように、流体導入部３６および流体導出部３７を備えていてもよい。また、本実施
形態の内視鏡洗浄具３０は、第３の実施形態において図１３を参照して説明したように、
振動子４０を備えていてもよい。また、本実施形態の内視鏡洗浄具３０は、第５および第
６の実施形態において説明した構成の位置決め部３５を有していてもよい。
【００８３】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更
を伴う内視鏡洗浄具もまた本発明の技術的範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００８４】
　１０　　挿入部、
　１１　　先端部、
　１１ａ　　外表面、
　１１ｂ　　先端、
　１２　　凹部、
　１２ａ　　底面、
　１２ｂ　　第１側面、
　１２ｃ　　第２側面、
　１２ｄ　　第３側面、
　１２ｅ　　第４側面、
　１７　　導出口、
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　１８　　処置具挿通路、
　２０　　起上台、
　２０ａ　　回動軸、
　２０ｂ　　先端、
　３０　　内視鏡洗浄具、
　３１　　糸状部、
　３２　　第１保持部、
　３２ａ　　先端部、
　３３　　第２保持部、
　３３ａ　　先端部、
　３４　　持ち手
　３５　　位置決め部、
　３５ａ　　挟持部、
　３６　　流体導入部、
　３７　　流体導出部、
　３８　　通路、
　３９　　ブラシ、
　４０　　振動子、
　４１　　電気ケーブル、
　４２　　包接部、
　４３　　第１包接部、
　４３ａ　　内周面、
　４３ｂ　　係合部、
　４４　　第２包接部、
　４４ｂ　　係合部、
　５０　　処置具、
　５１　　チューブ。
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